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市の江中央橋が完成
三渓バイパスと与川内地区の連絡橋

坂本川をまたいで三渓バイパスと与川内地区を結ぶ「市の江中央橋」が完成し、 

10月19日に開通式が行われました。

桜木町長ほか地元関係者約30人が出席、テープカッ卜、花火などで開通を祝いま

しfこ。

この橋は、長さ 33・5m、幅 5m。総事業費 8千 487万円で 

2年前に着工したものです。

8211月号

町民のうごき

世帯数  1，953戸・人口男  3，983女 4，040計 8，023(昭和57年 10月 1日現在) 
出生男 4女 2計 6・死亡男 4女 1計 5・転入男 7女 12計 19・転出男 6女 7計 13 (昭和 57~手 g 月中)

広報かつうら 11月号  =149・昭和  57年 11月 1日発行・編集と発行 勝浦町総務課 でんわ(088542)ー 2511(代)
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9
月
議
会


町
議
会
九
月
定
例
会
は
、
九
月

二
十
日
開
会
し
、
昭
和
五
十
七
年

度
一
般
会
計
補
正
予
算
ほ
か
十
議

案
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
、
九
月

二
十
九
日
閉
会
し
ま
し
た
。

町
政
に
対
す
る

一
般
質
問

九
月
定
例
議
会
で
十
議
員
が
一
一
般

質
問
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
主
な
も

の
は
次
の
と
お
り
で
す
。

折
部
健
一
郎
議
員

勝
浦
町
産
業
振
興
に
つ
い
て 

主
V

要
県
道
等
に
つ
い
て

中
西

晴
美
議
員 

山
下

豊
寿
議
員 

労
安
定
対
策
に
つ
い
て

岡

重� 

昭
和
五
十
六
年
度
の
決
算
に

つ
い

勝
浦
町
内
バ
イ
パ
ス
路
線
に
関
す

V

き
び
し
い
勝
浦
町
財
政
の
現
状

V
を
ふ
ま
え
当
面
の
対
応
策
と
五
十
八

年
度
の
財
政
計
画
に
つ
い
て 

県
道

改
修
及
び
箆
備
に
つ
い
て
①
新
浜
1

勝
浦
線 

(中
山
バ
イ
パ
ス
を
含
む 
)

V

②
新
横
瀬
橋
架
橋
対
策
③
徳
島
上
那

賀
線
(
坂
本
バ
イ
パ
ス 
) 

勝
浦
町

の
基
幹
産
業
の
設
定
に
つ
い
て
(
工

場
誘
致
を
含
む 
) 

勝
浦
町
立
病
院

の
縫
営 

税
務
関
係
に
つ
い
て
①

一

般
会
計
②
国
保
会
計
ほ
か 

福
祉
対

策
に
つ
い
て
①
老
人
福
祉
(
特
養
含

む
)
②
民
生
委
員
の
活
動
状
況
に
つ

い
て
③
そ
の
他
マ
教
育
の
振
興

(重

点
、
背
少
年
教
育
)

V

V

V V

富
治
議
員

「
財
政
非
常
事
態
宣
言
」
か
ら
展

V V 望
す
る
ふ
る
さ
と
勝
浦
の
理
想
と
現

実
に
つ
い
て

3 V

畑
総
か
ん
排
事
業
と

債
務
負
担
行
為 
V
町
立
病
院
の
あ
り

V

方
と
経
営
管
理 V
V
住
民
の
く
ら
し
と

国
保
会
計 

道
路
整
備
と
工
場
誘
致

や
す
ら
ぎ
と
い
こ
い
の
あ
る
社
会

福
祉 

若
人
に
魅
力
あ
る
教
育
行
政

財
政
調
整
基
金
と
笑
質
単
年
度
収

支 

可
野

チ
ヅ
議
員

マ
高
齢
化
社
会
に
対
す
る
町
の
対
応

策
に
つ
い
て

発
注
と
購
入
に
つ
い
て
①
各
課
聞

の
配
慮
と
迷
系
助
役
の
指
導
状
況
等

②
質
問
に
対
す
る
答
弁
と
そ
の
実
行

V

る
今
後
の
計
画
見
通
し
に
つ
い
て

昭
和
五
十
八
年
度
に
向
け
て
新
改
築

予
定
の
生
比
奈
小
学
校
財
源
確
保
に

つ
い
て

勝
浦
町
内
未
婚
青
年
に
対
す
る
町

当
局
今
後
の
対
策
に
つ
い
て

栄
一
議
員

田
竜
津
線
に
つ
い
て 

背
少
年
健

全
育
成
に
つ
い
て

幸
夫
議
員

臨
調
路
線
下
に
お
い
て
町
単
独

地
策

(上
乗
せ
福
祉
等
)
を
ど
う
扱

う
か
①
風
疹
抗
体
検
査
の
笑
織
と
来

年
度
へ
の
継
続
に
つ
い
て

導
の
強
化
と
股
協
の
あ
り
方
に
つ
い

て 

こ
の
議
会
で
決
っ
た
主
な
も
の

-
勝
浦
町
老
人
ル 

ム
設
置
友
ぴ
管


理
に
関
す
る
条
例
の
制
定


教
育
集
会
所

一
階
に
あ
る
老
人
ル

ー
ム
の
設
置
目
的
と
そ
の
管
理
を
明

確
に
す
る
た
め
の
も
の
。

-
勝
浦
町
住
宅
新
築
資
金
等
貸
付
条

例
の
一
部
を
改
正

V V V
共
同
住
宅
の
場
合
の
一
戸
当
た
り

V
の
面
積
限
度
を
定
め
、
貸
付
額
を
五

井 岡
百
五
十
万
円
か
ら
六
百
二
十
万
円
に

本

引
き
上
げ
る
も
の
。

l

V

V

出

V
営
路
指

町
内
業
者
の
不
況
対
策
及
び
就

え
を
問
、
7
V
五
十
六
年
度
決
算
と
こ

に
つ
い
て

西
浜

勝
己
議
員

正
木
ダ
ム
関
連
事
業
に
併
う
武
市

知
事
確
約 

(昭
和
五
十
二
年
)
と
そ

の
後
の
処
理
に
つ
い
て
①
道
路
、
河

川
、
橋
梁
、
河
床 

町
行
政
の
中
の

委
託
事
務
に
つ
い
て
そ
の
基
本
的
考

V

V

れ
か
ら
の
財
政
推
移

山
村
多
喜
夫
議
員 

V
町
の
環
境
前
軍
備
に
つ
い
て
①
道
路
、

河
川
、
排
水
の
懸

失
業
対
策
に

つ
い
て 

工
場
誘
致
に
つ
い
て

-
一
般
会
計
補
正
予
算

昭
和
五
十
七
年
度
の

一
般
会
計
予

算
は
、

一
億
二
百
七
十
二
万
三
千
円

を
追
加
し
、
総
額
二
十
三
億
三
千
三

百
九
十
五
万
三
千
同
と
な
り
ま
し
た
。

・
特
別
会
計
補
正
予
算

国
民
健
康
保
険
特
別
会
計
は
、

三

百
七
十
九
万
九
千
円
を
追
加
し
、
総

額
四
億
九
千
二
百
三
十
五
万
四
千
円

に
、
簡
易
水
道
事
業
特
別
会
計
は
、

千
六
百
二
十
八
万
二
千
円
を
減
額
し
、

V

側

V

※ | 億272万円を追加

岡
本

一般会計

補正予算

夫
議
員
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l秋の火災予防運動

11月26日一 12月 2日

十
一
月
二
十
六
日

(
金
)
か
ら

-
重
点
目
標

川
身
体
不
自
由
者
を
中
心
と
し
た

焼
死
事
故
防
止
対
策
の
徹
底

ω進
家
庭
に
お
け
る
防
火
対
策
の
推

間
防
火
対
象
物
に
か
か
る
防
火
安

全
の
確
認

凶
防
災
機
器
の
普
及
の
推
進

正
し
く使

っ
て

暖
か
い
冬
を

本
格
的
な
冬
を
迎
、
ぇ
、
家
庭
で
は

ス
ト
ー
ブ
な
ど
の
暖
房
器
具
を
使
う

こ
と
が
多
く
な
り
ま
す
。

な
か
で
も
、
石
油
ス
ト
ブ
は
操

作
が
簡
単
な
う
、
え
に
経
済
的
と
い
う

こ
と
で
よ
く
使
わ
れ
ま
す
。
し
か
し
、

取
り
扱
い
方
を
ひ
と
つ
間
違
え
る
と

屋
内
で
使
う
だ
け
に
、
恩
わ
ぬ
大
火

〈右油スト・7)
に
つ
な
が
り
ま
す
。

M
M 金事

秋
の
全
国
火
災
予
防
運
動

刊
月
白
日 

月
2
日

町

議

会
新
議
長
に
西
浜
氏

も
と
よ
り
、
は
な
は
だ
微
力
で
は

ご
ざ
い
ま
す
が
、
お
引
き
受
け
し
た

以
上
は
円
満
な
る
談
会
運
営
と
勝
浦

町
の
発
展
、
町
民
福
祉
の
向
上
に、

専
心
努
力
を
い
た
し
、
重
責
を
ま
っ

と
う
す
る
決
意
で
ご
ざ
い
ま
す
の
で
、

皆
さ
ま
が
た
の
今
ま
で
に
倍
す
る
一

層
の
ご
指
導
と
ご
べ
ん
た
つ
を
賜
わ

り
ま
す
よ
う
心
か
ら
祈
念
申
し
上
げ
、

就
任
の
あ
い
さ
つ
と
い
た
し
ま
す
。

目
で
用
心

り
再
任
す
る
こ
と
に
同
意
さ
れ
ま
し

た。
教
育
委
員
会
委
員

白
草
元
市
氏
(
生
名
)

。
間
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会
委
員

村
上
伊
三
郎
氏
(
横
瀬
)

消
え
て
い
る
こ
と
を
必
ず
確
認

す
る
。
燃
料
の
補
給
は
火
を
消

し
て
か
ら
に
す
る
。

④
灯
油
の
保
管

必
要
以
上
に
買
い
だ
め
し
な
い
。

熱
に
弱
い
ポ
り
タ
ン
ク
は
使
わ

ず
、
な
る
べ
く
金
属
缶
に
入
れ

る
。
自
の
当
た
ら
な
い
壁
ぎ
わ

に
笛
く
。
自
の
当
た
る
場
所
に

誼
く
と
き
は
、
ト
タ
ン
板
や
ベ

ニ
ヤ
板
で
お
お
う
。

ア
パ
ー
ト
マ
ン
シ
ョ
ン
な

ど
の
ベ
ラ
ン
ダ
に
灯
油
を
置
く

と
き
は
、
以
上
の
こ
と
を
特
に

心
掛
け
て
く
だ
さ
い
。

こ
の
よ
う
な
、
日
常
的
な
配
慮
が

石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る
火
災
を
防
ぎ

ま
す
。
正
し
い
取
り
扱
い
で
、
冬
を

暖
か
く
過
ご
し
ま
し
ょ
う
。

勝浦町議会議長

西浜勝 己

就
任
あ
い
さ
つ

さ
る
、
九
月
二
十
九
日
の
町
議
会

九
月
定
例
会
に
お
き
ま
し
て
、
前
議

長
坂
口
貞
雄
氏
の
後
を
受
け
て
、
は

か
ら
ず
も
不
肖
私
が
議
長
に
選
任
さ

れ
就
任
い
た
し
ま
し
た
。

で V/

心会

用
ρ，、JI

心、】 
用 

、

火
災
の
起
こ

り
ゃ
す
い
時
季

を
迎
え
、
住
民

一
人
ひ
と
り
の

防
火
意
識
の
向

上
を
図
り
、
火

災
の
発
生
を
防

ぎ
、
非
惨
な
焼

死
事
故
や
質
量

な
財
産
の
損
失

を
防
止
す
る
こ
と
を
目
的
に
全
国

一
斉
に
秋
の
火
災
予
防
運
動
が
展
開

さ
れ
ま
す
。

-
統

一
標
語

火
の
問
山
山

山
で
用
山

自
で
用
仙 

-
実
施
期
間

総
額
は
四
千
三
百
六
十
八
万
八
千
円

に
な
り
ま
し
た
。

-
教
育
委
員
会
委
員
と
固
定
資
産
評

価
審
査
委
員
会
委
員
を
選
任

任
期
満
了
に
よ
る
、
教
育
委
員
会

委
員
、
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

委
員
の
選
任
に
つ
い
て
、
次
の
と
お

そ
こ
で
、
石
油
ス
ト
ー
ブ
に
よ
る

火
災
を
防
ぐ
た
め
、
次
の
よ
う
な
点

に
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

①
置
き
場
所

ふ
す
ま
や
カ
ー
テ
ン
の
近
く
で

使
わ
な
い
。
周
り
は
い
つ
も
整

理
整
と
ん
し
て
お
く
。

②
点
火
す
る
前

給
油
口
や
カ
ー
ト
リ
ッ
ジ
式
タ

ン
ク
の
ふ
た
が
完
全
に
締
ま

っ

て
い
る
か
な
ど
、
確
認
し
て
か

ら
火
を
つ
け
る
。
傾
く
と
火
の

消
え
る
装
置
(
対
震
自
動
消
火

装
置
)
な
ど
の
点
検
と
整
備
は

専
門
家
に
頼
む
。 

③
火
の
つ
い
て
い
る
と
き

使
用
中
は
、
長
い
時
間
そ
ば
を

離
れ
な
い
よ
う
に
す
る
。
部
屋

を
留
守
に
す
る
と
き
は
火
の

十
二
月
二
日 

(木
)
ま
で 

救
急
業
務
休
業
の
お
知
ら
せ

勝
浦
町
救
急
患
者
輸
送
業
務
は
、
救
急
自
動
車
の
事
故
に
よ
り
、
当
分

の
問
休
み
ま
す
。

急
患
な
ど
の
場
合
に
は
、
小
松
島
市
な
ど
の
タ
ク
シ
ー
会
社
の
救
急
自

動
車
で
対
応
し
て
く
だ
さ
い
の

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
火の用心　心で用心
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旧
病
院
跡
地
に
体
育
館

農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー

来
年

3
月
に
完
成
予
定

構
造
は
鉄
筋
コ
ン
ク
リ
ー
ト
平
屋

建
て
で
九
百
九
十
七

・
六
三
平
方

μ
。

内
部
は
パ
ス
ケ

y
ト
ボ

l
ル
で
は

一

面
、
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
で
は
二
面
と
れ

る
運
動
室

(縦
三
十
一
い
川
、
被
二
十

六
灯
、
官
同
さ
十
二
い
川
)
と
談
話
室
(
三

十
九
平
方
幻
)
、
男
女
更
衣
室
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
。

ま
た
車
イ
ス
で
も
利
用
で
き
る
よ

う
身
障
者
用
の
ス
ロ

ー
プ
、
便
所
も

備
え
ら
れ
ま
す
。

働
ら
く
人
た
ち
の
福
祉
、
健
康
地

進
を
目
的
と
し
て
、
町
と
雇
用
促
進

事
業
団
(
東
京
都
)
が
進
め
て
い
る

農
村
勤
労
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
起
工
式

が
、
十
月
十
四
日
午
前
十
時
か
ら
行

わ
れ
、
渡
部
県
出
納
長
(
知
事
代
理
)
、

桜
木
町
長
ほ
か
関
係
者
三
十
人
が
出

席
し
て
、
ク
ワ
入
れ
な
ど
の
神
事
を

行
い
ま
し
た
。

建
設
地
は
旧
勝
浦
病
院
の
一
般
病

練
跡
地
で
、
完
成
は
来
年
三
月
の
予

定
で
す
。山

月

日
に
旧
病
院
跡
，て
行
わ
れ
た
起
工
式
で
の
神
事
。

ad
 

健
康
な
体
を
保
つ
に
は
、

食
事
の
栄
養
バ
ラ
ン
ス
に

気
を
配
る
必
要
が
あ
り
ま

す
。し

か
し
、
カ
ロ
リ
ー
の

取
り
過
ぎ
に
よ
る
肥
満
、

偏
食
の
た
め
の
貧
血
が
問

題
に
な
る
な
ど
、
み
ん
な

が
み
ん
な
、
栄
養
バ
ラ
ン

ス
の
と
れ
た
食
事
を
し
て

い
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

好
き
な
食
べ
物
は
多
く
、

逆
に
、
嫌
い
だ
と
あ
ま
り

箸
を
つ
け
な
い
、
と
い
う

こ
と
に
な
り
が
ち
で
す
。

県
中
央
。
フ
ロ
ッ
ク

健康づくりの食生活

野
菜
を
食
べ
よ
う

毎
固
め
食
事
で
不
足
し
や
す
い
の

は
、
野
菜
類
て
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。

特
に
、
ホ
ウ
レ
ン
車
、
ニ
ン
ジ
ン
、

ピ
ー
マ
ン
な
ど
の
緑
賞
色
野
菜
は
、

子
供
や
若
い
人
た
ち
に
は
敬
遠
さ
れ

る
こ
と
が
多
い
よ
う
で
す
。

野
菜
は
大
き
く
「
緑
黄
色
野
菜
」
と
、

ダ
イ
コ
ン
や
ハ
ク
サ
イ
な
ど
の
「
そ

の
他
の
野
菜
」
と
に
分
け
ら
れ
ま

す
が
、
ど
ち
ら
に
も
わ
た
し
た
ち
の

体
に
な
く
て
は
な
ら
な
い
各
種
の
ビ

タ
ミ
ン
や
ミ
ネ
ラ
ル
類
が
豊
富
に
含

ま
れ
て
い
ま
す
。

野
菜
に
含
ま
れ
る
ビ
タ
ミ
ン

・
ミ

ネ
ラ
ル
類
に
は
次
の
も
の
が
あ
り
ま

す
。

-
ビ
タ
ミ
ン
類

ヒ
タ
ミ

ン
�
 、
C
 
-皮
満
や
粘
膜

A

の
健
康
を
保
つ
。
毛
細
血
管
や
軟

骨
な
と
を
強
く
す
る
。

-
ミ
ネ
ラ
ル
類

鉄
、
カ
ル
シ
ウ
ム
血
を
つ
く
る
。

歯
や
骨
を
強
く
す
る
。
ま
た
、
ゴ
ボ

ウ
、
セ
ロ
リ
な
ど
繊
維
質
の
野
菜

に
は
�
 
通
じ
�
 を
良
く
す
る
働
き

も
あ
り
ま
す
。
も

っ
と
野
菜
を
食

w

H

べ
ま
し
ょ
う
。
�
 

E歪亙1lI

み
ん
な
で
参
加
し
よ
う
/

走
っ
て
笑
っ
て
楽
し
い

一
日
に

続
書
振
興
大
会

場 日

所 時

十
一
月
十
日
(
水
)

午
前
九
時
三
十
分
�
 午
後

三
時

i

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー
三
階

ホ
ー
ル

参
加
者

中
央
ブ
ロ

す
る
読
書
愛
好
者
、
一
般
読
書
入

内

容ラ
ク
ン
ョ
ン

講
演

y

ク
を
中
心
と

体
験
発
表

・
講
演
・
ア
ト

町
民
体
育
祭

恒
例
の
町
民
体
育
祭
を
十
一
月
三

日
�
 (文
化
の
日
)
午
前
九
時
か
ら
勝

中
グ
ラ
ン
ド
で
開
催
し
ま
す
。

雨
天
の
場
合
は
七
日
�
 (日
)
に
延

期
し
ま
す
。

「
活
字
文
化
と
社
会
窓
赦
」

講
師
徳
島
新
聞
論
説
委
員
長

花

岡

金

光

氏

、」
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告知板
みんなで参加しよう
走って笑って楽しい一日に
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家庭教育
シリーズ。


ー「¥

テ
レ
ビ
の
影
響
と

良
い
見
せ
方

⑤

子

供
の
生
活
に
ハ
リ
を
与
え
生

活
の
リ
ズ
ム
を
好
調
に
す
る
。

と
い
う
よ
う
に
テ
レ
ビ
に
は
良
い

函
、
惑
い
函
の
両
国
が
あ
る
の
で
惑

い
影
響
を
少
な
く
す
る
方
法
を
考
、
ぇ
、

進
ん
で
見
せ
て
や
る
よ
う
に
す
べ
き

で
す
。
全
く
見
せ
て
や
ら
な
い
と
友

テ
レ
ビ
が
視
聴
き
れ
は
じ
め
た
こ

ろ
、
テ
レ
ビ
は
人
聞
を
「
白
痴
化
」

す
る
と
い
う
意
見
と
「
博
知
化
」
す

る
と
い
う
反
対
の
意
見
が
出
て
論
議

さ
れ
ま
し
た
。

そ
の
後
、
子
供
を
持
つ
親
た
ち
の

間
に
は
、
テ
レ
ビ
の
惑
い
影
響
を
心

配
す
る
も
の
が
増
加
し
ま
し
た
が
テ

レ
ビ
は
ま
す
ま
す
普
及
し
て
、
テ
レ

ビ
を
子
供
か
ら
引
き
離
す
こ
と
が
で

き
な
く
な
り
ま
し
た
。

従
っ
て
、
テ
レ
ビ
の
功
罪
を
い
ま

一
度
見
直
し
テ
レ
ビ
の
上
手
な
利
用

税
を
知
る
週
闇

日
月
刊
日
か
ら
げ
固
ま
で

逃
げ
て
は
ダ
メ

み
ん
な
で
手
を
と
り

根
気
よ
く
立
ち
直
り
を
助
け
よ
う 

法
を
考
え
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

・
テ
レ
ビ
の
悪
い
影
響

①
受
け
身
の
生
活
に
な
り
、

。
。

目 ν

④

・ 

。。

。

。 

。

。 
。

。 

。

積
極

的
に
何
か
を
作
る
と
い
う
態
度
が

少
な
く
な
る

②
友
だ
ち
と
遊
ぶ
と
い
う
経
験
が

不
足
す
る

③
何
の
労
力
を
使
わ
な
く
て
も
、

た
だ
見
て
い
る
だ
け
で
楽
し
め
る

か
ら
怠
惰
の
性
格
が
生
ま
れ
や
す

と
耳
だ
け
を
働
か
せ
れ
ば
よ

い
の
で
、
他
の
感
覚
を
使
わ
な
く

な
り
ア
ン
バ
ラ
ン
ス
な
生
活
に
な

っ
て
し
ま
う

⑤
背
少
年
の
非
行
化
を
誘
発
す
る

こ
と
が
あ
る

⑥
勉
強
の
時
間
を
減
少
き
せ
る
こ

と
が
あ
る
。

⑦
夜
ふ
か
し
を
す
る
よ
う
に
な
る

・
テ
レ
ビ
の
良
い
影
響

①
子
供
の
知
的
な
成
長
が
早
く
な

る
。

②

広	

い
社
会
的
知
識
や
意
見
を
与

ぇ
、
時
事
問
題
や
国
際
問
題
に
関

心
を
高
め
る

③

楽
し
い
娯
楽
を
与
え
る

④
仲
間
意
識
や
時
間
の
観
念
を
発

連
さ
せ
る
。

②

土

峨

、

日

明
だ
か
ら
と
例
外
を

作
ら
ず
、
晦
日
に
よ

っ
て
の
凸
凹

を
な
く
す
る

③	

食
卓
か
ら
見
え
な
い
所
に
テ
レ

ビ
を
置
く

④
決
め
た
ら
絶
対
に
守
ら
せ
る

⑤	

時
折
リ
子
供
と

一
緒
に
見
て
話

し
合
う

⑥

テ

レ

ヒ

を

見
る
部
屋
と
勉
強
す

る
部
屋
と
は
別
に
す
る
。

⑦
五
年
生
ご
ろ
か
ら
「
テ
レ
ビ
を

だ
ち
と
の
話
し
合
い
に
も
参
加
で
き

ず
、
社
会
性
に
欠
け
る
子
に
も
な
り

ま
す
。

-
良
い
見
せ
方

①
本
人
の
見
た
い
も
の
を
決
め
さ

せ
、

一
日
二
時
間
ぐ
ら
い
に
制
限

し
て
計
画
表
を
作
ら
せ
る
。

国
は
、
私
た
ち
国
民
が
笠
か
で
安

定
し
た
暮
ら
し
が
で
き
る
よ
う
に
、

幅
広
い
活
動
を
行

っ
て

い
ま
す
。

税
金
は
こ
の
よ
う
な
活
動
の
大
切

な
財
源
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま
た
、

税
金
は
私
た
ち
の
日
常
生
活
に
お
い

て
も
、
い
ろ
い
ろ
な
面
で
か
か
わ
り

あ
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
よ
う
に
身
近

な
税
金
に
つ
い
て
、
そ
の
仕
組
み
ゃ

使
い
み
ち
な
ど
を
国
民
の
皆
さ
ん
に

正
し
く
理
解
し
て
い
た
だ
く
必
要
が

あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
に
、
十

一
月
十

一
日
か

ら
十
七
日
ま
で
を
「
税
を
知
る
週
間
」

と
し
て
、
①
税
と
財
政
の
現
状
の
説

見
過
ぎ
る
」
と
押
え
よ
う
と
す
る

態
度
が
生
ま
れ
る
の
で
、
こ
の
時

期
に
上
手
に
指
導
す
る
。

明 

②
納
税
者
に
役
立
つ
身
近
な
税

知
識
の
普
及 

③
税
務
相
談
体
制
の 

P
R
な
ど
に
重
点
を
鐙
い
た
次
の
よ

7
な
行
事
を
全
国
的
に
幅
広
く
行
い

ま
す
。

マ

新
聞
や
テ
レ
ビ
ラ
ジ
オ
な
ど

で
税
と
財
政
の
現
状
な
ど
の
説
明
と
、

国
民
の
皆
さ
ん
か
ら
税
に
関
す
る
意

見
な
ど
を
お
聞
き
す
る
座
談
会
の
開

-
テ
レ
ビ
を
見
る
条
件

①
部
屋
の
照
明
を
明
る
く
す
る
こ

ル」
。

②
あ
ま
り
近
く
で
見
な
い
こ
と
。

③

目
。

よ
り
高
い
角
度
で
見
な
い
こ

》」
④
寝
こ
ろ
ん
で
見
な
い
こ
と
。

以
上
の
こ
と
に
よ
く
注
意
し
、
生

活
の
け
じ
め
を
ハ
ッ
キ
リ
さ
せ
る
と

と
も
に
、
視
聴
内
容
の
動
向
に
よ
く

注
意
し
て
適
切
な
指
導
を
す
れ
ば
心

配
あ
り
ま
せ
ん
。
む
し
ろ
、
学
習
や

家
族
の
だ
ん
ら
ん
な
ど
上
手
に
利
用

し
た
い
も
の
で
す
。

児
院マ

国
民

一
人
ひ
と
り
が
鋭
の
仕
組

み
ゃ
使
い
道
を
知
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

税
を
身
近
な
も
の
と
し
て
考
え
て
い

た
だ
け
る
よ
う
に
、
デ
パ
ー
ト
な
ど

で
、
税
に
関
す
る
資
料
を
展
示
す
る

「
く
ら
し
と
税
金
展
」
の
開
催

マ

税
金
に
関
す
る
い
ろ
い
ろ
な
相

談
に
応
じ
る
税
務
相
談
所
の
開
設

マ
国
税
モ
ニ
タ
ー
や
オ
ピ
ニ
オ
ン

リ
ー
ダ
ー
の
か
た
な
ど
か
ら
、
税
に

関
す
る
意
見
や
要
望
な
ど
を
お
聞
き

す
る
態
談
会

マ

全
国
の
高
校
生
か
ら
応
募
の
あ

っ
た
「
税
に
関
す
る
作
文
」
の
入
選

作
品
の
発
表
と
表
彰

そ
の
他
サ
ラ
リ
ー
マ
ン
や
主
婦
、

児
童

・
生
徒
な
ど
を
対
象
と
し
た
租

税
教
室
を
開
催
し
た
り
、

一
般
納
税

者
を
対
象
と
し
た
税
金
に
対
す
る
説

明
会
や
講
演
会
な
ど
を
開
催
し
ま
す
。
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ら 第149号 (6)つザコ

場掬喝時 同場令部嬉朝j

グ
ね
た
み
意
識


あ
な
う
れ
し

カゐ昭和57年11月1B 

ブ
ラ
ジ
ル
移
民
で


成
功
し
た
日
本
人
が


現
地
に
堂
々
と
五
階


建
て
の
ビ
ル
を
建
て


る
。
と
こ
ろ
が
、
そ


の
隣
り
に
や
は
り
一


旗
あ
げ
た
日
本
人
が
、


こ
ん
ど
は
七
階
建
て


の
ビ
ル
を
建
て
る
。


そ
う
す
る
と
、
五
階


建
て
ビ
ル
を
建
て
た


ほ
う
の
日
本
人
は
、


今
ま
で
の
満
足
感
や


誇
ら
か
な
気
持
ち
は


ど
こ
へ
や
ら
、
急
転


直
下
、
限
り
な
い
不


幸
の
ど
ん
底
に
つ
き


落
と
さ
れ
る
。


さ
ら
に
、
そ
の
後

ち
は
半
分
し
か
買
え
ん
の
に
」
民
生

4

の
裏
側

課
は
い
っ
た
い
ど
こ
に
限
を
つ
け
て

い
る
の
か
、
と
悠
鳴
っ
て
く
る
と
い

っ
た
た
ぐ
い
の
も
の
で
あ
る
。

現
在
、
同
和
地
区
に
向
け
ら
れ
る

ね
た
み
意
識
は
、
こ
う
し
た
日
本
人

の
底
に
息
づ
い
て
い
る
意
識
と
結
び

つ
い
て
、
ま
す
ま
す
人
権
を
認
め
な

い
方
向
に
進
ん
で
い
く
。

同
和
問
題
テ
キ
ス
ト
「
展
望
」
か
ら 

日
日
制

手
芸
教
室

日
日
山
川

踊
り
教
室

口
日
附

民
間
同
教
室

初
日
出

生
花
教
室
、
音
頭
教
室

何
日
日
附

手
芸
教
室
(
玉
ノ
木

・

五
十
回
公
会
堂
)

お
日
同
踊
り
教
室

各
教
室
と
も
午
後
八
時
か
ら
講
習

を
始
め
ま
す
。
時
間
に
遅
れ
な
い
よ

う
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

身
体
障
害
者

巡
回
相
談

受
付
期
間

十

一
月

一
日
l
六
日

(
郵
送
の
場
合
は
六
日
の
消
印
が

あ
れ
ば
受
け
付
け
ま
す
。)

願
書
提
出
先

徳
島
県
福
祉
生
活
部

消
防
防
災
課
(
徳
島
市
万
代
町
一

丁
目 
)
な
お
、
郵
送
の
場
合
は
、

封
筒
の
表
に
「
危
険
物
受
験
願
書

在
中
」
と
朱
書
き
す
る
こ
と
。

※
受
験
願
書
は
、
役
場
総
務
課
に

あ
り
ま
す
。
く
わ
し
い
こ
と
は

総
務
課
消
防
係
ま
で
お
問
い
合
わ

せ
く
だ
さ
い
。

森
林
組
合
だ
よ
り 

隣
り
の
倉
が
売
ら
れ
行
く

い
て
、
日
本
人
の
意
識
構
造
の
中
で

も
特
徴
的
な
も
の
で
あ
る
よ
う
だ
。

特
に
こ
の
ね
た
み
は
今
ま
で
地
位
、

財
産
、
生
活
な
ど
の
函
で
自
分
よ
り

も
レ
ベ
ル
が
低
い
立
場
に
あ
っ
た
と

思
わ
れ
る
人
間
に
向
け
ら
れ
る
ケ
ー

ス
が
多
い
。

堀
口
牧
子
き
ん
の

「日
本
人
の
差

別
意
識
」
に
は
、
こ
の
点
が
き
び
し

く
浮
き
彫
り
き
れ
て
い
る
。
た
と
え

ば
1

京
都
府
の
民
生
課
へ
電
話
が
か

生
花
教
室

談
を
行
い
ま
す
。
お
気
軽
に
受
診
、

音
頭
教
室

勝
浦
同
和
問
題
研
究
会

定
例
会

8 6 5 
日日日
(月)仕)幽

次
の
日
程
で
身
体
障
害
者
巡
回
相

杉
・
ひ
の
き
苗
木
の

p

ご
相
談
し
て
く
だ
さ
い
。

-

と

き
前
十
時 
1
午
後
二
時
(
受
付
は

正
午
ま
で
)

-
と
ニ
ろ

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

二
階
和
室
一

・
相
談
員

会

長

高

橋

肇

・
担
当
医
師

整
形
外
科

中
西
先
生

耳

鼻

科

遠
藤
先
生

艮

科

田
村
先
生

危
険
物
取
扱
者
試
験

試
験
日
時

十
二
月
十
二
日
(
日
) 

O
甲
、
乙
種
午
前
十
時
か
ら

O
丙

種

午

後

試
験
場
所

申
し
込
み
受
付
中

来
春
、
植
林
を
計
画
さ
れ
て
い
る

か
た
、
た
だ
今
苗
木
の
申
し
込
み
を

受
け
付
け
て
い
ま
す
。

す
で
に
ご
承
知
と
は
思
い
ま
す
が
、

来
春
の
植
え
付
け
か
ら
森
林
総
合
整

備
事
業
と
し
て
実
施
す
る
と
高
額
の

補
助
が
受
け
ら
れ
る
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。特

に
、
森
総
計
画
書
に
五
十
七
年

度
植
林
、
と
記
入
さ
れ
た
か
た
は
必

ら
ず
十
一
月
末
日
ま
で
に
、
苗
木
の

本
数
を
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

ま
た
森
総
以
外
に
植
林
を
希
望
さ

れ
る
か
た
も
、
苗
木
申
し
込
み
を
お

急
ぎ
く
だ
さ
い
。
十
二
月
や
一
月
に

な
っ
て
申
し
込
ま
れ
る
と
予
約
苗
の

残
苗
と
な
り
、
良
い
苗
木
が
確
保
で

き
な
く
な
り
ま
す
。

か
る
。
「
生
活
保
護
を
受
け
て
い
る 
B

十
一
月
五
日
(
金
)
午

さ
ん
、
サ
パ
一
匹
買
い
ょ
っ
た
。
う

二子ぺご� 11月11日嗣� 
午前9時~午後4時

11月12日1針
午前9時~午後4時

生比奈郵便局�  E妥 当 者 該 当 者

勝浦郵便局
与川内 制野(立)1 旭区� 1) 

仮本郵便局 坂本地区�  

生名
該 当 者 ---------該 当 者

-

福祉年金証書を受付

11月 11 12日=�  

¥- 昭和57年度の福祉年金額が決まりました。

先におあずかりしてありました年金証書をお渡

しいたしますので，印鑑と保管証を持参のうえ，

下記の郵便局でお受け取りくだきい。� 

勝
浦
町
身
体
障
害
者
会

ず
っ
と
彼
は
そ
の
不
幸
を
抱
い
た
ま

ま
生
き
つ
づ
け
る
の
だ
と
い
う
。

会
田
雄
次
氏
の
「
日
本
人
の
意
識

構
造
」
の
中
心
は
そ
う
い
っ
た
こ
と

が
替
か
れ
て
い
る
。
ま
さ
に
、
そ
の

現
象
は
「
隣
り
に
倉
が
建
つ
と
腹
が

立
つ
」
あ
る
い
は
「
あ
な
う
れ
し
、

隣
り
の
倉
が
売
ら
れ
行
く
」
と
い
う

ね
た
み
心
理
に
通
じ
る
も
の
で
あ
ろ

う
。
せ
ん
望
、
ね
た
み
な
ど
の
心
理
は
、

い
わ
ゆ
る
島
国
根
性
と
深
く
結
び
つ

一
時
か
ら

四
国
女
子
大
学

(徳
島
市
応
神
町
古
川

d

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなでなくそう部落差別
ねたみ意識の裏側あなうれし

MUS04
テキストボックス
勝浦会館十一月行事

MUS04
テキストボックス
森林組合だより
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v

H

l

l

HN
H
K

H

u

l
l
l

H

ま
ま
や
る
の
と
で
は
、
勝
ち
負 

=

け
に
か
か
わ
ら
ず
面
白
き
ゃ
満 

=

遊

び

の

効

足
感
に
大
き
な
違
い
が
あ
り
ま 

=

す
。
付
き
合
い
マ
ー
ジ
ャ
ン
の

場
合 

8

輿
の
お
も
む
く
ま
ま
に
。
と

い
う
遊
び
本
来
の
喜
び
は
感
じ
ら
れ

ず
、
逆
に
、
苦
痛
さ
え
伴
う
場
合
が

多
い
よ
う
で
す
。
こ
れ
で
は
、
と
て

も
遊
び
と
は
言
え
ま
せ
ん
。

こ
う
し
た
こ
と
か
ら
も
、
遊
び
と

は
他
人
か
ら
強
制
さ
れ
た
り
す
る
も

の
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
自
発
的

な
も
の
で
あ
る
と
言
、
え
る
で
し
ょ
う
。

〈
遊
び
は
生
活
の
ゆ
と
り

砂
遊
び
。
と
い
う
と
、
一
般
的
に

仕
事
と
の
対
比
で
考
え
ら
れ
る
こ
と

が
多
い
よ
う
で
す
。

か
仕
事
は
善
、

遊
び
は
悪
。
と
い
う
考
、
え
が
依
然
と

し
て
あ
る
く
ら
い
で
す
か
ら
・
.

J 〈
興
の
お
も
む
く
ま
ま
に
・;
・・・

定
一
ぴ
。
と
は
?
学
者
の
聞
に

も
い
ろ
い
ろ
な
説
・
考
え
方
が
あ
る

よ
う
で
す
が
、
そ
れ
ら
に
共
通
し
て

い
る
の
は
本
人
の
自
発
性
|
|
つ
ま

り
「
意
義
や
目
的
に
か
か
わ
り
な
く

輿
の
お
も
む
く
ま
ま
に
行
動
す
る
」

(
広
辞
苑
)
点
に
あ
る
と
一
言
え
そ

う
で
す
。

例
え
ば
、
マ
ー
ジ
ャ
ン
を
す
る
に

し
て
も
、
自
ら
進
ん
で
や
る
の
と
、

上
司
の
命
令
で
気
が
進
ま
な
い

v 

し
か
し
、
こ
う
し
た
考
、
ぇ
方
・
価

遊
び
を
通
し
て
仕
事
上
の
ス
ト
レ
ス

を
解
消
し
、
英
気
を
養
う 

遊

大
切
だ
が
、
余
暇
を
生
か
し
充
実
し

び
。
こ
そ
明
日
へ
の
活
力
を
生
む
源

と
い
う
考
、
ぇ
方
が
広
ま
っ
て
き
て
い

る
の
で
す
。
そ
れ
は
、
働
く
こ
と
も

値
観
も
、
最
近
で
は
だ
ん
だ
ん
影
が

薄
く
な
っ
て
き
て
い
ま
す
。
と
い
う

の
は
、
遊
び
の
効
用
が
次
第
に
見
直

さ
れ
て
き
た
か
ら
で
す
。

つ
ま
り
、

高
齢
者
の

生
き
が
い
を
考
え
る

た
時
間
を
過
ご
す
こ
と
も
大
切
、
と

い
う
認
識
で
す
。

一
見
、
無
駄
な
よ
う
に
見
え
て
、

実
は
重
要
な
役
割
を
来
た
し
て
い
る

|
|
自
動
車
の
ハ
ン
ド
ル
に 

ア
ソ

ビ 

が
必
要
な
よ
う
に
、
わ
た
し
た

ち
も
、
ゆ
と
り
あ
る
生
活
を
送
る
た

め
に
砂
遊
び
の
効
用 

を
機
極
的
に

取
り
入
れ
た
い
も
の
で
す
。

〈
多
い
テ
レ
ビ
視
聴
時
間
〉

お
年
寄
り
は
余
暇
時
間
を
ど
の
よ

う
に
過
こ
し
て
い
る
か 

圧
倒
的

に
多
い
の
が 

テ
レ
ビ
。
で
す
。

の
国
民
生
活
時
問
調
査
(
昭

和
五
十
五
年
度 
)
に
よ
り
ま
す
と
、

『¥

用


とト 

(日 

日 .Rlt日 利る用』也で区さ 日 .R起日 刷る用地で区

II月①日ω) 休館日 11月20日出 自由  

2日伏} 今 山 21日(日) 中山  

③ R(

ω
ω

付， 休館日 ② 日(月) 休館 日 l 

4日附 今山 ③日(刈 休館日 

5日俗 4卦谷  24日vKl 中山  

6日ω 自由  25日休) 立川  

7日{日) 山 商  26日樹 棚型?

③ 日(月) 休館日 27日liJ 自由  

9日(刈 石原  28日 ) 棚好  

10日休i沼 江 @ 日開) {本総日 

JJ日i刻 坂 本  30日ω 久図  

12日 坂 本  o ;fll用時間  

13日 自由 午前 9時ー 

14日(日) 与川内
午後 41時30分まで

。毎週月sM日と祝日
⑬ 日(月) 休館日 1;1.休館日です 

16日(:k) 与川内 。自由の日はあ らか 

17日附 横 瀬
じめ電話等で申し込
みを行って下さい  

18日附 横瀬 。必ず 2人l組でご 

19日幽 横瀬 利用下さ い

、上前日立い つ 、に聞朝はいに分暦立声りオはで八  J
立で日ご冬まてひょのの二よは点の冬が目ゃいは日ね
冬はすろはす親とく李あ  7 うあで上は聞をテり 、、は
の冬なで毎 。しこ使館jぃレでぎ、で昔か告レま今今占

ビこでわ、年 ま ろ わ の さ 、 す り 現 の か れ げ ビ す 日 ノ
は

ろすちこ十 れよれ話つラが関代季らまるか.か
はよ節の ー てりる題やジ、係の節伝すアら ら芸戸
木与分日月 きかのな、オ最は生のわ 。ナ、三ぃミ工
枯へまかの ウ 季 U よ予ふ
し実でら七 ン 節ぞい王寸; 

2空事主:. -Z霊園・・・・・ 72242±

少
吹
い
て
も
、
そ
の
合
間
に
は
風

の
な
い
あ
た
た
か
い
小
春
日
和
が

続
い
た
り
し
て
、
ま
だ
冬
の
実
感

は
あ
ま
り
あ
り
ま
せ
ん
。
こ
の
あ

と
、
暦
の
上
で
は
、
小
雪
、大
雪
、そ

し
て
十
二
月
下
旬
の
冬
至
と
統
い

l
l
l

て
本
格
的
な
宮
市
さ
に
向

一

か
い
、
冬
至
に
は
カ
ポ

一

チ
ャ
を
食
べ
て
中
風
の

冬

一

防
止
を
願

っ
た
り
、
こ

三

一

れ
か
ら
日
照
時
聞
が
ふ

」
仇
刊 
/

一

え
る
と
い
う
意
味
の
お

件 

M
一

一

祝
い
を
す
る
地
方
も
あ

‘

.

一

り
ま
す
。
立
冬
に
つ
い 

A
U
-
-
て
は
、
背
中
国
で
、
天
子

一

が
諸
候
を
ひ
き
つ
れ
て

一

北
の
郊
外
へ
冬
を
迎
え 

l
l
l

に
い

っ
た
と
い
う
話
が

残
っ
て
い
ま
す
。

そ
れ
に
し
て
も
立
冬
は
、
北
日

本
で
は
も
う
ス
ト
ー
ブ
の
季
節
。

省
エ
ネ
ル
ギ
ー
に
留
意
す
る
と

と
も
に
、
火
災
に
は
く
れ
ぐ
れ
も

気
を
つ
け
ま
し
ょ
う
。

六
十 
1
七
十
歳
代
の

一
日
平
均
余
暇

時
間
は
七 
1
八
時
間
で
、
こ
の
う
ち

五
時
間
前
後
を
テ
レ
ビ
を
見
て
過
ご

し
て
い
ま
す
。

一
方
、
わ
が
国
の
お
年
寄
り
は
幾

つ
ぐ
ら
い
の
趣
味
を
持
っ
て
い
る
の

で
し
ょ
う
か
。
外
国
と
比
べ
て
み
ま

す
と
、
欧
米
の
お
年
寄
り
が
六 
1
七

種
で
あ
る
の
に
対
し
、
わ
が
国
の
場

合
は
約
三
種
で
、
趣
味
の
幅
に
か
な

り
の
開
き
が
あ
り
ま
す
。
(
内
閣
総
理

大
臣
官
房
老
人
対
策
室
「
高
齢
者
問

題
関
連
資
料
」 
)

こ
れ
ら
の
こ
と
か
ら
も
、
せ

っ
か

く
の
余
暇
時
間
を
受
け
身
的
に
過
ご

し
て
い
る
お
年
寄
り
の
多
い
こ
と
が

分
か
り
ま
す
。

〈
余
暇
活
動
に
遊
び
を
〉

高
齢
期
を
よ
り
有
意
義
な
も

の
と
す
る
た
め
に
も
、
生
活
の

中
に
豊
か
な
余
暇
活
動
を
取
り

入
れ
る
こ
と
を
考
、
え
て
み
て
は
い
か

が
で
し
ょ
う
。

ゲ
ー
ト

・
ポ 

ル
な
ど
の
競
技
的


な
遊
び
は
、
人
と
の
触
れ
合
い
が
広


が
る
ば
か
り
か
、
競
争
す
る
こ
と
に


l

よ
る
緊
張
と
充
実
感
を
も
た
ら
し
て


く
れ
ま
す
。
同
時
に
精
神
的

・
肉
体


的
な
活
力
を
よ
み
が
え
ら
せ
、
若
さ


を
呼
び
戻
し
て
く
れ
る
こ
と
で
し
ょ


、。勺ノ
余
暇
を
生
か
し
、
充
実
し
た
時
間

を
過
ご
す
た
め
に
も
、
遊
び
の
効
用

を
取
り
入
れ
、
生
き
が
い
の
あ
る
老

後
生
活
を
目
指
し
た
い
も
の
で
す
。

農村婦人の家洗濯室の利用日程表
はのの八 てえでど新の近な活区る の わ ジ に 上 月

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
遊びの効用

MUS04
テキストボックス
歳時記
立冬
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町
民
体
力
テ
ス
ト
結
果

体
協
陸
上
部
主
催
に
よ
る
体
力
テ 

ω
代
岡
俊
弘 

(
日
秒 

ス
ト
が
九
月
二
十
八
日
、
脂
肪
中
グ
ラ
回
宏
幸 
(
日
秒 
2
)
初

代

林

雅

則

、

〈

)
ω

O
O 

い川

田

)ω
代
岡
本
一
旦
二
(
拙
い川
 

)

西
正
芳 

(

ω
)
お
代
白
煙
芳
明 

〈
女
子
〉

(
1
μ
却

)
ω代
松
下
滋
美 

(
1
μ

叩
代
武
田
武
代 

(
詑
い
川
)

初
代
山

叩
)
叩
代
高
木
宏
幸 

(

μ
却
)

m
M 

l 
vM

 

l

γ
-v
・ 
・
γ
・ 

γ
・
γ
・
γ
・
γ
・
γ-v
・ 

γ
・ 
γ
・

v
-
γ
-v
・v
-
γ
・
γ
・
γ
・
γ
・ 

γ
・ 

・
γ
・ 

・v
・v
・v
・v
・v
・γ
・
・γ
・ 

v

・γ
-v
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
-v
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・ 

γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・γ
-

・，

・

γ
・γ
・γ
・ 

v-γ

γ
・γ
・γ
・γ
・ 

γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・ 

γ-v

γ
・γ
・γ
・ 

ヲ手

n
u
n

瀬
呑
口

一
口
/

γ
・γ
・γ
・γ
・

γ
・γ'γ
・γ
・ 

γ
・γ&;γ
・γ
・γ
・γ
・γ
・v
・γ

下
裕
子 

(

川
山山
 

(
日

μ
印
) M

M

・
砲
丸
投
げ

い川)

初
代
高
井
幸
子
、
山
下
裕
子 
(

い
川
)

初
代
紺
盆
正
子 

(
卯
勺
)

-
千
五
百
メ
ー
ト
ル
走

〈
男
子
〉 

ω代
松
下
普
美 

(
4
分
必
秒
)
初

代
高
昭
宏
幸 

(
4
分
ロ
秒

)
ω代
白

樫
芳
明 

(
5
分
出
秒
)
却
代
中
村
柴
田

弘
(
5
分 
6
秒 
)
印
代
高
木
宏
幸
(
5

竹

凹

利

古口
さ
ん 

(
坂

本 

)

点


笠
松
サ
ダ
エ
さ
ん
(
坂
本
)

小

西

常

雄

さ

ん 

(中

角 

)

前

回

弥

吉
さ
ん 

(棚

野 

)

宮

本

重

孝

さ

ん

(

星

谷

)

阿
波
勝
浦
ラ
イ
オ

ン
ズ
ク
ラ
ブ

会

長

坪

内

正

太

郎

以
上
の
か
た
か
ら
、
町
善
意
銀
行

に
普
立
が
寄
せ
ら
れ
ま
し
た
。
心
か

ら
お
礼
申
し
上
げ
ま
す
。

l

不用犬買い上げ日 教育相談室 竹月定例人権・行政� 
一飼L、犬は必ず

つないで下きい一� ※相談日 毎週月・水・金曜日 lω配ごと合同相談

午前9時一午後5時

※電

※相談員

)
初
代
紺
堂
正
子 

〈
女
子
〉

ω代
阿
部
み
ゆ
き
、
武
田
食
代 
(
l

)
初
代

加
し
て
行
わ
れ
ま
し
た
。

こ

の

体

力

テ

ス

ト

は

、

町

民

の

親

島

国

八 

(
は
秒 
8
)

( 

陵
と
健
康
増
進
、
あ
わ
せ
て
体
力
の

〈
女
子

〉

却 

限
界
を
知
り
、
精
神
、
肉
体
面
を
よ

叩
代
阿
部
み
ゆ
き
(
げ
秒

6
)
却

い

(
U

宙開

ウ
ン
ド
で
老
若
男
女
三
十
六
人

が

参

白

樫

芳

明 

男
子
〉

ω代
岡
俊
弘 

(
9
幻
肝
)
初
代
山

秒 
1
)
印
代
高
木
宏
幸
、

大

西

正

芳
8
μ 

)
ω
代
岡
本
亘

二

(
日
μ

(
ロ

μ
日
)
日
山
代
白
径
芳
明

)
叩
代
高
木
宏
幸
、
大
島
国
八 
(
8

mm
 

美 

(
日
秒 

代
松
下
滋 

川
町山
 

)

り

強

化

す

る

こ

と

を

目

的

と

し

た

も

代

山

下

裕

子 
(
時
秒 
6
)
初

代

紺

申

込

〈

の
で
す
。

種
目
と
テ
ス
ト
の
主
な
結
果
は
次

γ-v
正
子 
(
M
M

秒 
6
)

中 ・
ソ
フ
ト
ボ
ー
ル
投
げ

〈
男
子
v

代
岡
俊
弘 

(
侃
灯
却
)
初

代

山

〈

い川
川村

J

」

寺

谷

公

雄

山ー

」 

一
長
男

Y-γ

女
子
〉

初
代
山
下
裕
子 

(
6
μ
η
)
初
代

紺
堂
正
子 

(
5
い川

町
)

代
岡
俊
弘 

(
1
μ
臼
)
初
代
山

の
と
お
り
で
す
。

(
敬
称
略 
)

-

百

メ

ー

ト

ル

走

叩

・
走
り
高
跳
び

〈
男
子

〉

西

正

芳

(

町

山

戸
籍
の
窓

9
月
間
日 

叩
月
刊
日

v

ω 男
子 

一ヘ

黒

岩

谷

口

勲

中

山

上

回

ワ

キ

エ

(

回

歳

)

島

根

県

大

野

成

校

坂

本

阿

部

勝

寸

松

島

市

神

原

真

由

美 

f f f
¥

棚

野

小
制
収
島
市 Y0.

)
初
代
林
雅
則 
(
日 

一

横

瀬

呑

口

敏

夫

坂

本

阿

部

久

子

干
日
一
長
男

消
江
」

f
E

谷
一口↑
日
リ

嘉
久 
J
tt

!
豆七
文

ヨコ

資
大

八
木
早
紀
子

美

馬

郁

仁

原

因

和

典

四
{
呂
恵
美
子

野

上

武

典

大
久
保
政
代

i

雅
子
」 

お
恒
生
お
め
で
と
う

R

J
2i

!

ヨ
リ
平
岡
功
士
口 

3 

み
ど
り
」 

谷
中
根

義
成 

大
作

大

E
J

瀬
塩
菜

山

西

日

升

瀬

美

知

代

」

竹

村

英

言{
一


美
智
子
」


瀬
伊
丹

J
E--

J
t
i

t自
フ

今中

山山

十
品
)
長
男

大
輔

尉
史� 

i並健
友
絵

公
美
」 

J

J
i
l

長
安

争
お
く
や
み
申
し
ま
す

(
M
H

梶
雄 

(
け
歳
)

雪
雄 

(
日
歳
)

貧 

歳
)

道
雄
(
的
歳
)

博
明 

(
九
歳
)

岩

雄

(
門
歳 
) 

江
大
西

一男

ご
結
婚
お
め
で
と
う

間
性
)
-

俊

長
男

f 「

棚

野

篤
之

由
子
」

一一

小
松
島
市

J

こ

中

田

幅

持

i江
一

長

女ひ
と
み
¥

分
目
秒
)

〈
女
子
〉

叩
代
武
田
武
代 

(
7
分
お
秒
)
却

代
紺
堂
正
子 

(
6
分
日
目
秒
)(

九
歳 
)

(
伺
歳
) 

善

意
あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た

※日 時 什月5日樹

-v
r召 星 西 星� 横

弘 樹

石坂

井

町本

奈 鴻 井上
良 本 原原�  

秀 4前
子治 子稔

今星中中今生

山谷山角山名

井宮原小箔山
出 本 西谷崎

11月4日(木)� 

¥』

午前10時~午後3時

社会教育指導員 ※場 所 住民福祉センタ

11月17日(水)

成犬� 300円

小犬� 100円 相原亨

言言 2511番

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
体協だより
町民体力テスト結果
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浦雌
脚の
1νわた

作
…

の

話

�

 
プ

町

民

4h

ね

て
こ
の
田
を
昔
米
と
い
、
守
人
い
か
耕

fe

作
し
て
い
た
。

こ
の
回
の
南
側
を
通

っ
て
東
に
'
川

っ
て
用
水
が
流
れ
て
い

f¥  

宅Tこ「

にと米 牛
むた

。

に立
かち
怖す
し、く

家やたノトいて恐て
に ら 。宇IJ 神見るい
そ、米Aヵ、様る苦る

産 の日は語詰なと労よ
を 査員つ主主 敢 い ら ‘しつ

をれ初 つ ぬなてに
持をのばまん厳忠
つ 待� l政いばと重い

い
っ
た
と
い
わ
れ
、
だ
れ
い
う
と
な

4
ね

っ
ぽ

く
こ
の
出
の
付
近
を

「
米
が
資
」
と

い
う
よ
う
に
な

っ
た
と
伝
え
ら
れ
て

い
る
。

み
か
ん
も
枯
れ
果
て
た
今
、
畑
の

つ
は

隅
か
ら
こ
の
よ
う
な
査
が
出
は
し
な

い
か
秘
か
に
願
う
昨
今
で
あ
る
。

文

賀

高

重

読

欝

会

村
上
伊
三
郎

社
会
総
合
大
学


グ
学
習
日
の
お
知
ら
せ
  

墨
絵
学
級

十
一
月
八
日
(
月
)

d

時
間

十
一
月
十
七
日
(
水
)

午
後
七
時
三
十
分

1
午
後

九
時
三
十
分

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

の米も
こは
とぬ
も� Jfll
あを
つ 出

てし
なて

な言が
つわ釜
てれ」

いると

る1:0子� 
cこI!
ろれ

今昔� 
1小;1
古引l 

釈
が
匙
地
名
由
来

た
。

こ
の
用
水
の
折
り
曲
が
り
の
あ

た
り
に
平
た
い
か
な
り
大
き
な
石
が

あ
っ
て
、
回
値
、
え
と
麦
播
き
の
こ
ろ
、

牛
で
回
を
耕
転
す
る
と
き
に
こ
の
石

の
所
へ
行
く
と
、
牛
が
鼻
血
を
出
し

て
動
か
な
く
な
る
。
毎
年
の
こ
と
な

が
ら
忙
し
い
時
期
に
腹
の
立
つ
こ
と

で
あ
っ
た
。
祈
時
間
を
た
の
ん
で
お

献
を
し
て
み
た
が
効
き
目
も
な
い
。

が11)
住出

てつ立詰ゆそなな神
そ帰てちめいのふが様�  
σ〉つこもら(%中たらてd

後たつどれかにを、も
し 。そこてりは開恐入
だ りへいの�  f布 け る つ

作
つ
て

い
に
財

‘，以� ω

古
川
地
区
も
今
は
品
目
を
偲
ぶ
何
も

用
途
に
応
じ
た
照
明

読
書
、
編
物
な
ど
細
か
い
作
業
を

な
く
な
っ
て
し
ま
っ
た
が
、
随
分
と

北
自
の
話
で
あ
ろ
う
か
、
土
地
の
古
老

あ
る
年
の
こ
と
、
腹
立
ち
ま
き
れ

に
田
を
作
る
前
に
石
を
げ
ん
の
う
で

p~十九

が
伝
え
る
話
で
あ
る
。

叩
き
創
り
石
を
取
り
の
け
て
み
た
。

今
、
町
営
住
宅
が
建
っ
て
い
る
敷

地
の
下
に
十
三
日
ー
は
ど
の
国
が
あ
っ

つ
ぽ

す
る
と
石
の
下
に
は

一
個
の
査
が
厳

重
に
ふ
た
を
さ
れ
て
浬
め
ら
れ
て
い

カ
ラ
オ
ケ
に
合
わ
ぬ
音
痴
で
座
が
和

み

同
，'I1P 

す
る
場
合
に
は
、
天
井
灯
と
ス
タ
ン

ド
(
フ
ロ
ア
、
テ
プ
ル
ス
タ
ン

ド
)

を
併
用
く
だ
さ
い
。
ま
た
天
井
旦
巾
下

型
の
照
明
器
具
は
調
整
し
て
低
く
し

気
乗
り
せ
ぬ
見
合
い
を
約
束
し
て
終

い

生

名

丸

山

香

月

引
出
し
の
奥
で
時
効
を
待
つ
手
紙

淡
々
と
話
す
笑
顔
に
嘘
が
な
い

ま
し
ょ
う
。
高
さ
を

一
�
 
低
く
す

o
r

〈川柳〉

何
に
か
に
似
て
い
る
茄
子
を
飾
り
誼

く

与

川

内

新

居

義

子

月
詣
り
す
ま
せ
て
縫
い
パ
ス
の
括
れ

浮
か
ぬ
頗
し
て
秋
晴
れ
に
笑
わ
れ
る

横

瀬

中

田

万

里

雌
産
で
あ

っ
た
が
ゆ
え
に
尚
可
愛
い

夜
ふ
か
し
を
か
く
し
切
れ
な
い
大
あ

く

び

立

川

槻

梅

子

ば
ら
色
の
時
も
一
度
は
あ

っ
た
は
ず

い
い
電
話
ら
し
い
隣
え
筒
抜
け
に

立

川

竹

田

あ

ゆ

み

市
内
と
あ
る
国
宝
秋
を
呼
吸
す
る

極
楽
と
地
獄
の
句
あ
る
洞
に
入
り

棚

野

太

回

正

平

網
棚
の
土
産
の
下
で
ね
む
り
こ
け

習
字
学
級

短
歌
学
級

十
一
月
二
日
(
火
)

十

一
月
十
六
日
(
火
)

ベ
レ

|
帽
好
き
で
被
て
い
る
解
で
な

い

江

大

岡

小

校

l
シ
�
 レ
l

沼
ン
な
ど
と
分
担
負
わ
さ
れ

るわ
が
慢
に
沈
み
し
恋
が
浮
い
て
く
る

姉
熟
れ
て
来
ま
し
た
な
ど
と
柿
ち
が

い

横

瀬

綴

勢

都

景

出
誌
は
冨
月
七
日
ま
で
に

三
句
ハ
ガ
キ
で

送
り
先

勝

浦

町

三

渓

眠
障
努
広
夫
さ
ん
(
都
景
�
 
V

ま
で

町
内
在
住
の
方
に
限
り
ま
す
。

次
回
は
俳
句
、
そ
の
次
は
短
駅
と
受
代

に
の
せ
ま
す
。
ふ
る
っ
て
ご
投
句
ぐ
芝

さ
い
。

る
と

一
・
二
倍
、
二
�
 い
れ
で
は

一
・

O

六
倍
も
明
る
く
な
り
ま
す
。

時
間

午
後
七
時
�
 午
後
九
時

場
所

福
祉
セ
ン
タ
ー
和
室

i

七
十
の
三
つ
子
に
孫
が
恭
い
よ
る

忘
れ
傘
陽
の
所
為
に
し
て
笑
れ
る

坂

本

谷

富

士

俄
か
雨
洗
濯
物
え
走
り
出
す

わ
が
影
の
長
さ
え
月
を
背
負
い
ゆ
く

坂

本

畠

田

久

恵

来
年
も
元
気
に
生
き
て
踊
ろ
う
よ

す
き
焼
を
揃
ふ
て
囲
む
和
ご
む
箸

坂

本

日

浦

翠

峰

�

 

十

一
月
十
三
日
(
土

)

時
間

午
後
一
時
三
十
分
�
 午
後

l

五
時

福
祉
セ
ン
タ
ー
図
書
室

場
所お

わ
び
と
訂
正

十
月
号
の
五
ペ
ー
ジ
全
国
脅
年

大
会
へ
出
場
の
記
事
中
「
男
子
バ

レ
ー
ボ
ー
ル
部
は
「
男
子
バ
ス
ケ

ッ
ト
部
」
の
誤
り
で
し
た
。
お
わ

び
し
て
訂
正
し
ま
す
。

MUS04
スタンプ

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
わたしの作品

MUS04
テキストボックス
勝浦町の民話
米が壺地名由来

MUS04
テキストボックス
社会総合大学
学習日のお知らせ

MUS04
テキストボックス
四電だより
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インフルエンザ予防接種目程表

ぜ
ひ
受
け
て
く
だ
さ
い
。

料

金 

一
日
か
ら
昭
和
五
十
六
年
二
月
二

十
八
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
子
。 

接
種
を
希
望
さ
れ
る
か
た
は
住
民

福
祉
課
に
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

(
直
接
医
療
機
関
に
一
り
か
れ
て
も

接
極
は
受
け
ら
れ
ま
せ
ん
。)

イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ
予
防
接
種

毎
年
、
冬
に
な
る
と
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
が
流
行
し
ま
す
。
た
く
さ
ん
の

人
が
予
防
按
種
を
受
け
る
と
予
防
効

果
が
よ
く
、
ま
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン
ザ

に
か
か
り
に
く
い
だ
け
で
な
く
、
か

か
っ
て
も
症
状
が
軽
く
て
す
み
ま
す
。

月 日

II月8日(月)

!l月 10日附

II月16日ω

時 同1

午後 1 1時30分一� 31時� 

午後� l時30分-2時30分

午後 3時-4時

午後 l時30分-2時30分

宅揚 所� 

3反 本 字 校

生 名 セ �  ./ タ

与川 内事業所�  

勝浦町農協肥料倉庫・� 2階� 

11月18日闘

II月24日付4

11月26日幽

II月30日伏j

午後 2時-3時30分

午後� 1 1待30分-31時

午後 I時30分-2時30分

午後 2時 -311寺30分

生比奈良協 ・2 F皆� 

住 民 福 祉 セ ン タ ー ・2p皆 

星 谷 王と 4z3h 金� 

沼 江 (呆 育 所� 

一ニ
歳 

1
六
歳
未
満 

六
歳 

十
三
歳
未
満

l

六
議
未
満
の
子
で
ま
だ
接
種
を

受
け
て
い
な
い
子
。

百
円� 

と
ニ
ろ

勝
浦
病
院

該
当
者

昭
和
五
十
六
年
九
月
一
日

か
ら
昭
和
五
十
七
年
二
月
二
十
八

日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
と
昭
和
五

十
六
年
三
月
一
日
か
ら
五
月
三
十

一
日
ま
で
に
生
ま
れ
た
児
。

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一
歳
六
か
月
児
健
康
診
査
を
受
け

ら
れ
る
か
た
は
、
問
診
察
と
母
子

手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

一

歳

六

か

月

児


歯
科
健
康
診
査


と

き

と
ニ
ろ

該
当
者

十
一
月
十
二
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分 

三
時

l

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

昭
和
五
十
六
年
三
月
一
日

か
ら
五
月
三
十
一
日
ま
で
に
生
ま

れ
た
児
。

※
母
子
手
帳
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

麻
予 し
防 ん

始接(

ま種
は
B

りがよ;
ま乙
すの

麻
し
ん
は
、
高
熱
と
発
疹
が
で
る

現
在
の
子
供
の
病
気
の
中
で
は
重
い

も
の
の
一
つ
で
す
。

予
防
接
種
を
次
の
と
お
り
行
い
ま

す
か
ら
、
該
当
さ
れ
る
か
た
は
受
け

て
く
だ
さ
い
。

O

二
百
五
十
円

十

三

歳

以

上

三

百

五

十

円

V

歩
く
こ
と
は
健
康
の
第

予
防
接
種
を
受
け
ら
れ
な
い
人

-
熱
が
三
十
七
度
以
上
あ
る
人

・
心
臓
病
、
肝
臓
病
、
糖
尿
病
、

腎
臓
病
な
ど
の
活
動
期
に
あ
る

人
-
そ
の
他
医
師
が
不
適
当
と
認
め

た
人

印
鑑
を
ご
持
参
く
だ
さ
い
。

味

V
AV
A
V
A
V
A
V
A

。
い
つ
で
も
ど
ニ
で
も
で
き
る
運
動

歩
く
こ
と
は
一
歳
の
幼
児
か
ら
百

歳
の
老
人
ま
で
、
だ
れ
で
も
で
き
る

運
動
で
す
。
道
具
な
ど
は
必
要
と
せ

ず
、
い
つ
で
も
ど
こ
で
も
で
き
ま
す
。

。

「
歩
〈
」
運
動
の
四
つ
の
特
徴

①
全
身
を
動
か
し
ま
す
。 

②
血
の
循
環
を
よ
く
し
ま
す
。

③
左
右
の
差
が
あ
ま
り
あ
り
ま
せ

ん
。

④
長
い
時
間
同
じ
運
動
が
で
き
ま

す
。

。

一
日
に
ど
の
く
ら
い
歩
け
ば
よ
い

の
か

私
た
ち
は
一
日
に
一
万
歩
、
約
六
・

五 
J
ぐ
ら
い
歩
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。

時
間
に
す
る
と
約
一
時
間
半
ぐ
ら
い

か
か
り
ま
す
。

消
費
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
、
歩
く
速
さ

と
そ
の
人
の
体
重
な
ど
に
よ
り
変
わ

っ
て
き
ま
す
。
速
く
歩
く
ほ
ど
、
ま

た
体
重
が
重
い
ほ
ど
多
く
の
エ
ネ
ル

ギ
ー
を
使
い
ま
す
。

「
歩
く
」
運
動

を
す
る
た
め
に
は
、
な
る
べ
く
速
く

歩
か
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
。

ま
た
、

体
力
の
あ
る
人
は
坂
道
や

階
段
を
歩
く
こ
と
も
よ
い
で
し
ょ
う
。

。
今
日
か
ら
実
行
し
よ
う

明
日
と
い
わ
ず
今
日
か
ら
実
行
し

て
く
だ
さ
い
。
歩
く
こ
と
が
少
な
い

毎
日
で
す
。
乗
り
物
な
ど
は
乗
ら
ず

加

で
き
る
だ
け
歩
く
よ
う
心
が
け
ま
し

同

よ、っ
。

こ
れ
が
体
力
づ
く
り
の
第
一
歩
で

討

す。
 

※
百
日
咳
・
ジ
フ
テ
リ
ア

破
傷
風
三
種
混
合

き

予
防
接
種

十
一
月
十
七
日
(
水
)

午
後
三
時 
1

四
時

住
民
福
祉
セ
ン
タ
ー

i

二
歳 

四
歳
未
満
の
子
で

とと
ニ
ろ

該
当
者

接
種
方
法

該
当
者
に
は
通
知
し
ま
す
。

第
一
期
は
一
か
月
ご
と

に
三
因
。
第
二
期
は
三
回
終
了
後
、

十
二
か
月
か
ら
十
八
か
月
後
に
一

回
接
種
。

※
母
子
手
帳
と
印
鑑
を
ご
持
参
く

と

だ
さ
い
。

一
歳
児
・

一
歳
六

か
月
児
健
康
診
査

き

十

一
月
五
日
(
金
)

午
後
一
時
三
十
分 
1
三
時

実
施
期
間

対
象
者 

昭
和
五
十
七
年
十
一
月

一
日
か
ら
昭
和
五
十
八
年
二
月
二

十
八
日
ま
で
。

O
昭
和
五
十
五
年
三
月

歩

H+

夜間救急当番表� 

11月 2日 }勝浦病院  

4日 赤岩医院 �  

6日 勝 浦 病院�  

8日 上勝診療所�  

10日 山西医院�  

12日 勝 浦 病院�  

14日 上勝第 2診療所� 

16日 赤 岩 医院�  

18日 勝 浦 病院�  

20日 湯浅医院�  

22日 勝浦 病院�  

24日 上勝診療 所�  

26日 山 西医院�  

28日 勝浦 病院�  

30日 上勝第 2診療所

平日 午後 6時~翌日午前 9時

休日 午後 7時~翌日午前 91時

MUS04
スタンプ

MUS04
テキストボックス
みんなの健康

MUS04
テキストボックス




